
管理番号 IJT-17-06

適　  用

手動式圧着工具の使い方を下記に記載します。

品  名
品  番

品  名
品  番

品  名

品  番

対応圧着コンタクト仕様

被覆剥き長さ
導体挿
入穴径

AWG mm
2 SQ mm mm

26 0.14 0.12 5

24 0.2 0.2 5

22 0.37 0.3 6

CDFA/FD 0.5 20 0.5 0.5 8 1.1 6

CDFA/FD 0.7 18 0.75 8 1.3 6

CDFA/FD 1.0 18 1 8 1.45 6

CDFA/FD 1.5 16 1.5 1.25 8 1.8 7

CDFA/FD 2.5 14 2.5 2 6 2.2 7

26 0.14 0.12 5

24 0.2 0.2 5

22 0.37 0.3 6

CCFA/FD 0.5 20 0.5 0.5 7.5 1.1 7

CCFA/FD 0.7 18 0.75 7.5 1.3 7

CCFA/FD 1.0 18 1 7.5 1.45 7

CCFA/FD 1.5 16 1.5 1.25 7.5 1.8 8

CCFA/FD 2.5 14 2.5 2 7.5 2.2 7

CCFA/FD 3.0 12 3 7.5 2.55 7

CCFA/FD 4.0 12 4 3.5 7.5 2.85 8

1)  AWG =米国, ㎜²= 欧州, SQ=日本, 各国一般的電線サイズに対応表となります。
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 取扱説明書 - 手動式圧着工具 CCPZ MIL

適合電線サイズ １）
サイズ識別

適合タレッ
ト品番

（ロケータ）

go / no go ゲージ
CCPNP

圧着工具

CCPZ MIL

タレットヘッド (ロケータ）

CCTP 10 及びCCTP 16

コンタクト

タイプ
品 番

圧着深度
セレク

ターダイ
アルNo.

0.9

CDMA/MD 0.5

CDMA/MD 0.7

CCTP 100.75

CDMA/MD 1.0

CDMA/MD 1.5

CDMA/MD 2.5

CDMA/MD 0.3 CDFA/FD 0.3 8 0.9

CC

(16A)

CD

(10A)

CCMA/MD 0.5

(CC 0.5 AN)

CCMA/MD 0.7

(CC 0.7 AN)

0.75

CCMA/MD 1.0

(CC 1.0 AN)

CCMA/MD 1.5

(CC 1.5 AN)

CCMA/MD 2.5

(CC 2.5 AN)

CCTP 16

CCMA/MD 0.3 CCFA/FD 0.3

CCMA/MD 3.0

CCMA/MD 4.0

7.5

CDMA         CDFA

CDMD         CDFD

CCMA       CCFA

CC..AN

CCMD      CCFD

CCPZ MIL

CCTP 10 or 16

CCPNP
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https://youtu.be/1aMlLOia-qw


管理番号 IJT-17-06

工具のセッティング

１．タレットヘッド（ロケータ）の取り付け（圧着コンタクトの種類によりタレットを選択して下さい）

２．コンタクトセレクタの設定

３．圧着深度の設定

ｺﾝﾀｸﾄｾﾚｸﾀを回してｵｽｺﾝﾀｸﾄの場合は

（赤）を ﾒｽｺﾝﾀｸﾄの場合は（青）を白線の位

置に合わせます。

ｺﾝﾀｸﾄｾﾚｸﾀを音が鳴るまで指で押し込みます。

click！

ｺﾝﾀｸﾄｾﾚｸﾀ

タレット側面のボタン押してｺﾝﾀｸﾄｾﾚｸﾀ開放

状態にします。

タレットのソケットヘッドネジが工具側のリング

上にあるネジ穴に入るようにセットします。

工具に付属している六角レンチ( 3.5㎜) でソ

ケッ トヘッドネジを締め付けてタレットを工具

に固定します。

click！

CCTP 10 又は16

ﾋﾟﾝと穴を合

わせる

●データプレート

CCTP 10

CCTP 16

圧着深度ｾﾚｸﾀﾀﾞｲｱﾙの保持フックを外しま

す。

タレット側面のデータプレートを見てｾﾚｸﾀﾀﾞｲｱ

ﾙ番号を選択し、ｾﾚｸﾀﾀﾞｲｱﾙを持ち上げなが

ら回して白矢印の位置にセットします。

保持フックを戻しﾚｸﾀﾀﾞｲｱﾙを固定します。

保持フック

圧着深度セレクタダイアル

ｾﾚｸﾀﾀﾞｲｱﾙNo. 1〜8を選択

注意：ダイアルのWire SIZE
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管理番号 IJT-17-06

圧着結線手順

圧着後の確認事項

 ① リテーナ(バネ）が外れてないこと（CDコンタクトのみ）

 ② 点検穴から導体が見えること

 ③ 圧着位置が正しいこと 8点の窪みがあること

 ④ コンタクトから導体(ヒゲ）がはみ出ていないこと

工具校正
　　工具の圧着深度が適正かどうかを確認するためには、 対応するgo/no go検査 ゲージ（CCPNP）を使用します。

     

　go/no go ゲージ検査が不合格の場合はメンテナンスが必要ですので弊社までご連絡下さい。

② ①③④

工具のハンドルをラチェットが開放せれるまで締め付けてハンドルを開きま

す。
圧着するコンタクト（端子）をかしめ口部に挿入します。

工具のハンドルを軽く閉じて圧着するコンタクトを仮止めし、被覆を剥

いた電線を挿入します。
工具のハンドルをラチェットが開放されるまで締め付けて下さい。

圧着が完了すればハンドルが自動的に開きます。

圧着されたコンタクトをかしめ口部から電線を真直ぐ引っ張って取

り出して圧着作業は完了します。

①工具の圧着深度セレクターダイアルをNo.4にセットします。

②工具のハンドルを締め付けてかしめ口部が完全に閉じた状態にし

ます。

③かしめ口部に go/no goゲージ（型番：CCPNP）を真直ぐ挿入して確認します。

ゲージgo側(緑)は圧着口部を通過しなければなりません

ゲージno go側(赤)は圧着口部を通過してはいけません
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